
 

 

ＥＶ充電ネットワークサービスの構築に向けた実証実験の実施 
 

２ ０ ２ ３ 年 ２ 月 １ 日 

関西電力株式会社 

株式会社エネゲート 

関電不動産開発株式会社 

関電ファシリティーズ株式会社 
  

 関西電力グループ※１は、２０２３年２月から３月下旬まで、ＥＶおよび充

電器の導入を検討するパートナー企業※２と連携し、ＥＶ充電ネットワークサ

ービスの構築に向けた実証実験を実施します。 
 

本実証では、ＥＶ充電スポットを有するパートナー企業等から、大阪府内

を中心に既設の急速充電器および普通充電器をシェアリングとして提供い

ただきます。加えて、パートナー企業には住友三井オートサービスグループ

からＥＶを貸し出し、営業車両等として利用するユーザーは事前予約するこ

とで、当該ＥＶ充電スポットを使用することが可能です。 

急速充電器および普通充電器を組み合わせたシェアリングの実証は全国

初の取組みです。実証を通じて、パートナー企業はＥＶの利用実態や、充電

器の使用頻度等の検証を行い、ＥＶの運用・充電計画の作成、充電器の導入

にかかるコストダウンの検討等に活用します。 
 

また、関西電力グループが実証における走行距離や充電器の稼働率等のデ

ータ分析を行います。それらの結果を踏まえて、関西電力は、ＥＶ充電サービ

スのサービスプラットフォームを開発します。法人間での充電器のシェアリン

グサービスに加えて、関西電力グループの所有地等を充電スポットとして提供

する他、商業施設や飲食店等とも連携し、充電と多様なサービスを組み合わせ

て提供することにより、シェアリングサービスをご利用いただくお客さまの付

加価値向上を目指します。さらに将来的には、法人のお客さまの一部充電スポ

ットを一般のＥＶユーザーが利用できるシェアリングサービスも検討します。 
 

関西電力グループおよびパートナー企業は、本実証を通じて、脱炭素に向

けた取組みを推進することで、持続可能な社会の実現に貢献してまいります。 
 

※１：株式会社エネゲート、関電不動産開発株式会社、関電ファシリティーズ株式会社を含む４社 

※２：ＥＶ充電実証パートナー企業（計８社） 
      ○株式会社エイチ・ツー・オー商業開発 ○コーナン商事株式会社 

○上新電機株式会社           ○ジョーシンサービス株式会社 

○住友三井オートサービス株式会社      〇ＳＭＡサポート株式会社 

○株式会社髙島屋                  ○日本郵便株式会社 
                      以 上 
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1関西電力が提供するEV充電ネットワークサービスの将来像

〇当社は、法人のお客さまの持つ充電器を、法人間でＥＶユーザーとシェアリングすることで、新たなEV充電の
ネットワークを構築するとともに、それらサービスを提供するためのサービスプラットフォームを開発します。

〇さらに、充電器のシェアリングサービスに加え、商業施設や飲食店等のお客さまが提供する様々なサービスと組
み合わせて提供することにより、付加価値の向上を目指します。

〇将来的には法人のお客さまの一部充電スポットを一般のＥＶユーザーが利用できるシェアリングサービスも検討します。

法人A

法人B 法人Ｃ

②関西電力グループの
所有地等を充電
スポットとして提供

③商業施設・飲食店やテレワーク
拠点等との連携による充電と多様
なサービスの提供

ＥＶ充電の法人向けサービスプラットフォーム提供

④法人の一部の充電器を
一般ユーザーへ貸出
（将来検討）

一般ユーザー

①複数の法人で充電器を
専用シェアリング



2EV充電ネットワークサービス構築に向けた企業連携による実証実験概要

〇本実証では、参画企業のＥＶ充電スポットについて、既設の急速充電器および普通充電器の一部
をシェアリングとして提供いただき、ＥＶユーザーは事前予約のうえ、充電に使用します。

〇実証における走行距離や充電器の稼働率等のデータ分析も行うことで、法人のお客さまのＥＶ導入
に向けた課題抽出およびＥＶ普及の社会課題である充電インフラの充足に向けた検証を行います。

【参画企業】エイチ・ツー・オー商業開発、コーナン商事、上新電機、ジョーシンサービス、住友三井オートサービス、

(計12社) ＳＭＡサポート、髙島屋、日本郵便、関西電力、エネゲート、関電不動産開発、関電ファシリティーズ

EVユーザー

EV充電
サービスプラットフォーム

ＥＶ充電スポット

予約システムを活用した
充電予約

EV充電
サービス

充電器のシェアリング使用によるマッチング

実証実験（イメージ）

営業車両(EV)を
使用する企業等
（10台）

充電器を設置する
施設等

（4地点）

車両

走行データ 充電データ

他2社



3＜参考＞ＥＶの普及拡大に向けた社会課題と関西電力が目指す提供価値

〇ＥＶの普及拡大に向け、ＥＶユーザー側の充電スポット不足や充電時間の有効活用・充電インフラ整備のコスト、

ＥＶ充電スポット側の充電器稼働率や充電器による集客効果の低さなどの社会課題が挙げられています。

〇当社はＥＶ充電の法人向けサービスプラットフォーム提供により、これらの課題解決を目指します。

ＥＶユーザー ＥＶ充電スポット

関西電力が目指す提供価値

・充電スポットが不足
・充電時間の有効活用が必要
・充電インフラ整備コストは極力抑えたい
・充電インフラが物理的に整備できない

・充電器の稼働率を高めたい
・充電スポットによる集客効果を高めたい
・充電器を活用した新たなサービスを創出したい

■ＥＶ充電の法人向けサービスプラットフォーム提供による課題解決

①シェアリングサービスによるマッチング → ＥＶユーザーの充電機会の創出 充電スポットの充電器の稼働率向上

②弊社グループ所有地への充電インフラの整備 → ＥＶユーザーの充電機会の創出

③商業施設・飲食店やテレワーク拠点等の他サービスとの融合→ 充電時間の有効活用 、充電スポットの集客向上

④法人の一部の充電器を一般ユーザーへ貸出 → 充電器の稼働率向上、充電スポットの集客効果
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4＜参考＞実証実験における主な検証項目およびその活用について

Ｅ
Ｖ
ユ
ー
ザ
ー

Ｅ
Ｖ
充
電
ス
ポ
ッ
ト

実証における主な検証項目

〇普通充電と急速充電の稼働率
〇普通充電および急速充電の充電イン
フラ設備計画検討(収益性も評価)

実証結果の活用イメージ

〇外部充電の活用可能性
〇外部充電のみによるＥＶ運用検討
〇充電インフラ整備のコストダウン検討

〇急速充電・普通充電の使用頻度 〇ＥＶ運用時の充電計画検討

〇充電による電力使用状況 〇エネルギーマネジメントの導入検討

〇ＥＶ使用時の業務運用 〇ＥＶ導入後の運用計画検討

〇シェアリング充電の予約使用頻度
〇シェアリング・予約サービスの導入検討
〇店舗サービスとの連携

〇実証を通じて、EVユーザー側は、EV導入後の運用・充電計画の作成に加え、外部充電のみでの充電や
充電器台数の適正化など、充電インフラ整備の最適化によるコストダウンが可能。

○また、EV充電スポット側は、普通充電・急速充電それぞれの使用状況を踏まえた設置計画や、シェアリング・
予約サービス・店舗側サービスとの連携など、新たなサービス導入検討に向けた活用が可能。
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